
　合併後の青年部が、初めての統一事業として、学生トップの国
立音楽大学を始め、県内外のアマチュア12バンドの共演による８時
間に及ぶフェスティバルを開催いたしました。また、国立音大生に
よる市内中高生への楽器指導を行いましたことも、他にない特徴と
なっています。（３ページに関連記事）
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県
連
合
会
事
業
承
継
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
近
年
中
小
企
業
経
営
者
の

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、
事
業
承
継
の
現
状
や
問
題
点
を
把
握
し
、
今

後
の
支
援
業
務
に
活
用
す
る
た
め
に
、
事
業
承
継
支
援
ニ
ー
ズ
調
査
を
実

施
し
た
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
主
な
内
容
を
次
の
と
お
り
ま
と
め
た
。

事
業
承
継
支
援
ニ
ー
ズ
調
査

■
実
施
方
法
・
回
答
数

　

本
調
査
は
、
商
工
会
に
協
力
を
依

頼
し
て
実
施
し
た
。

　

調
査
票
配
布
総
数 

一
、
三
九
〇
枚

の
う
ち
、
一
、
〇
九
八
件
の
回
答
が

あ
っ
た
。

■
代
表
者
の
年
齢

　

代
表
者
の
年
齢
は
、
六
十
一
歳
以

上
が
全
体
の
五
一
・
一
％
と
半
数
以
上

を
占
め
て
お
り
、
事
業
承
継
を
今
後

進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

業
者
が
多
数
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

ま
た
、
業
種
別
に
見
て
み
る
と
、

不
動
産
業
・
飲
食
業
・
小
売
業
が
、

六
十
歳
超
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

る
。

■
後
継
者
又
は
承
継
方
法

　

後
継
者
又
は
承
継
方
法
は
、
「
子

息
・
子
女
」
が
五
一
・
九
％
で
、
「
配

偶
者
」「
兄
弟
姉
妹
」「
そ
の
他
の

親
族
」
を
含
め
る
と
五
八
・
七
％
と

な
っ
て
お
り
、
親
族
へ
の
承
継
を
考

え
て
い
る
事
業
所
が
半
数
以
上
を

占
め
て
い
る
。
ま
た
、「
後
継
者
未

定
だ
が
誰
か
に
継
が
せ
た
い
」
が

一
三
・
〇
％
、「
他
社
へ
の
株
式
又
は

事
業
の
売
却
」
が
〇
・
八
％
あ
り
、

後
継
者
不
在
の
中
で
事
業
の
承
継
を

模
索
し
て
い
る
事
業
所
も
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　

ま
た
、「
自
分
の
代
で
廃
業
予
定
」

が
二
二
・
五
％
も
あ
り
、
件
数
で
い
え

ば
約
二
百
七
十
件
も
の
事
業
所
が
廃

業
を
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

■
経
営
を
承
継
す
る
時
期

　

「
一
年
以
内
」
が
三
・
二
％
、「
一
～

三
年
以
内
」
が
一
二
・
九
％
と
近
い
う

ち
に
事
業
承
継
を
考
え
て
い
る
事
業

所
が
あ
る
な
ど
、
十
年
以
内
に
事
業

承
継
を
考
え
て
い
る
事
業
所
の
合
計

が
五
七
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
年
代
別
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、

六
十
五
歳
超
で
二
六
・
一
％
の
人
が
「
ま

だ
考
え
て
い
な
い
」
と
あ
り
、
早
急

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

■
後
継
者
に
求
め
る
条
件

　

後
継
者
に
求
め
る
条
件
は
、「
経

営
意
欲
」が
最
も
多
く
、「
経
営
能
力
」

「
取
引
先
か
ら
の
信
頼
」
と
続
い
て

お
り
、
経
営
者
と
し
て
の
資
質
が
後

継
者
を
選
定
す
る
上
で
、
重
要
と
考

え
て
い
る
経
営
者
が
多
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

■
後
継
者
が
決
ま
っ
て
い

　

な
い
最
大
の
理
由

　

「
自
分
の
代
で
廃
業
」
が
二
七
・
一
％

と
最
も
多
く
、
後
継
者
又
は
承
継
方

法
の
問
い
で
も
「
自
分
の
代
で
廃
業

予
定
」
が
二
二
・
五
％
あ
り
、
そ
れ

を
裏
付
け
る
形
と
な
っ
た
。
つ
い
で

「
事
業
の
存
続
に
つ
い
て
検
討
中
」
が

一
八
・
四
％
、「
候
補
者
が
い
な
い
」
が

結
果
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一
五
・
九
％
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

■
承
継
す
る
上
で
の
悩
み

　

「
事
業
承
継
計
画
が
立
て
ら
れ
な

い
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
後
継

者
が
未
熟
」
と
続
い
て
い
る
。

事業承継に関するご相談は…

「後継者がいない」「事業承継したい」「事業承継をどうしたらよいか悩んでいる」など、事業承継にかかる課題解決に

向けてコンサルタントや弁護士・税理士等の専門家と連携して支援します。まずは、商工会にご相談下さい。 

島根県商工会連合会 【事業承継支援センター】 

商工会の 事業承継支援センターへ

■
支
援
セ
ン
タ
ー
に
求
め

　

る
も
の
は

　

「
相
談
対
応
」
が
最
も
多
く
、
「
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
」
「
専
門
家
の
派
遣
」

と
続
い
て
い
る
。

■
調
査
を
終
え
て

　

経
営
者
の
年
齢
が
六
十
歳
超
の
占

め
る
割
合
が
五
〇
％
以
上
も
あ
り
、
近

い
将
来
事
業
承
継
を
考
え
て
い
る
事

業
所
が
多
数
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

ま
た
、
事
業
承
継
計
画
の
立
案
に

つ
い
て
の
悩
み
や
相
談
対
応
へ
の
期

待
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

当
事
業
承
継
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

事
業
承
継
に
関
す
る
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
商
工
会
や
専
門
家
と
連

携
し
て
支
援
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、

お
近
く
の
商
工
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

「
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
み
ん
な

で
何
か
や
ら
こ
い
！
」
昨
年
六
月
の

青
年
部
総
会
で
の
提
案
が
始
ま
り
で

し
た
。

　

昨
年
四
月
の
商
工
会
合
併
に
よ
り

県
下
最
大
の
青
年
部
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
旧
六
カ
町
村
を
ま
と

ま
り
の
あ
る
組
織
に
す
る
た
め
に

は
、
何
か
ひ
と
つ
の
こ
と
に
全
部
員

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
し
た
。

　

で
は
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
？
ど
う
せ
や
る
な
ら
雲
南

市
で
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
。

　

会
議
を
続
け
る
う
ち
に
あ
る
部
員

か
ら
、
故
世
良
譲
氏
が
木
次
町
出
身

で
あ
る
こ
と
や
、
加
茂
町
に
山
陰
で

唯
一
の
子
供
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
が
あ
る

こ
と
か
ら
、「
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。」
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
青
年
部
と
し
て
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
は
し

て
い
て
も
、

ジ
ャ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

の

開

催

は

ま
っ
た
く
経

験
の
な
い
こ

と
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
月
に
二
～
三
回
の
役

員
会
、
ま
た
、
毎
週
の
よ
う
に
各
支

部
の
部
員
が
文
字
通
り
膝
を
付
き
合

わ
せ
遅
く
ま
で
話
し
合
い
を
続
け
ま

し
た
。

　

出
演

者
、
テ

ン
ト
村

の
出
店

者
の
募
集
に
始
ま
り
、
チ
ケ
ッ
ト
の

販
売
、
広
告
の
募
集
な
ど
や
る
こ
と

は
山
積
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
つ
一
つ
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い

き
、
い
よ
い
よ
当
日
、
天
気
は
最

高
！
…
…
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の

の
、
朝
か
ら
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
の

中
、
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、「
よ
か
っ
た
」「
素
晴
ら
し
か
っ

た
」な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
ま
で
の
様
々
な
こ
と
が
、
最

高
の
結
果
と
し
て
表
れ
、
青
年
部
の

結
束
と
地
域
活
性
化
の
手
応
え
を
感

じ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

（
雲
南
市
商
工
会　

麻
布
指
導
員
）

クリニック風景

ま
で
話
し
合
い
を
続
け
ま

雨模様の中
熱心に聞き入る来場者

雲
南
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

雲
南
ジ

ズ

ス
テ

バ
ル

「
若
者
た
ち
の
熱
い
想
い
を
の
せ
て
」



　

交
流
会
で
は
、
主
催
者
（
中
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
連
合
会
連

絡
協
議
会
・
広
島
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会　

井
上
会
長
）
挨
拶
に
続
き
、

開
催
地
で
あ
る
島
根
県
の
森
﨑
商
工

会
連
合
会
長
の
歓
迎
挨
拶
、
さ
ら
に

来
賓
で
お
迎
え
し
た
長
尾
中
国
経
済

産
業
局
長
、
溝
口
島
根
県
知
事
、
松

浦
松
江
市
長
か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
、

参
加
者
全
員
が
女
性
部
に
課
せ
ら
れ

た
地
域
振
興
へ
の
役
割
や
期
待
の
大

き
さ
を
再
認
識
す
る
べ
く
、
熱
の
こ

も
っ
た
幕
開
け
と
な
っ
た
。

吾郷会長の開会宣言により開会

挨拶・祝辞に耳を傾ける部員

最優秀賞に輝いた相木さん（徳島県代表）

優秀賞に輝き表彰を受ける小川さん

日頃の想いを熱く訴える小川さん

　

開
会
式
に
続
き
、
中
国
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大

会
が
行
わ
れ
、各
県
代
表
の
九
名
が
、

持
ち
時
間
十
分
と
い
う
短
い
時
間
の

中
で
、
日
ご
ろ
の
女
性
部
活
動
を
通

し
て
の
思
い
を
熱
く
訴
え
ら
れ
た
。

　

島
根
県
代
表
の
小
川
美
知
子
（
美

濃
商
工
会
）
さ
ん
は
、
わ
が
町
へ

の
知
識
の
少
な
さ
を
思
い
、

美
都

町
再
発
見

の
活
動
な
ど
を
女
性
部

役
員
会
で
相
談
。
平
成
十
三
年
か
ら

取
り
組
ん
だ

美
都
再
発
見
健
康

ウ
ォ
ー
ク

事
業
を
基
に
、「
部
員

と
町
民
の
絆
も
で
き
、
商
売
に
上
手

く
生
か
し
て
い
る
方
も
い
る
。
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
宝
物
は
人
で
も
あ

る
。
『
人
と
し
て
生
ま
れ
て
縁
あ
っ

て
こ
の
地
に
嫁
い
で
き
た
者
と
し
て

住
ん
で
良
か
っ
た
』
そ
う
思
え
る
生

き
方
を
し
た
い
。私
は
今
、胸
を
張
っ

て
大
き
な
声
で
言
い
ま
す
。『
私
は

美
都
町
が
大
好
き
で
す
！
』」
と
主

張
さ
れ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
栄
え
あ
る
優
秀
賞

に
輝
か
れ
た
。

　

ま
た
、
最
優
秀
賞
に
輝
か
れ
た
、

徳
島
県
代
表
の
相
木
志
津
子
さ
ん

は
、
商
工
会
合
併
後
の
「
広
域
で
で

き
て
、
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
事
業
」

に
着
目
。
三
年
か
け
て
各
町
村
の
史

跡
巡
り
を
行
い
観
光
事
業
発
掘
を

行
っ
た
。
こ
の
事
業
で
部
員
の
親
睦

も
深
ま
り
、
わ
が
町
村
の
良
さ
も
再

発
見
。「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
」「
観

光
コ
ー
ス
の
作
成
」
を
行
う
中
、
活

動
が
国
土
交
通
省
や
県
立
図
書
館
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
注
目
さ
れ
大
反
響
。

　

「
何
度
も
話
し
合
い
、
お
互
い
の

町
村
を
巡
り
、
目
で
し
っ
か
り
と
現

状
を
確
か
め
、
状
況
を
把
握
し
た
こ

と
で
共
通
理
解
が
生
ま
れ
目
的
が
一

致
。
お
互
い
の
立
場
や
状
況
を
理
解

し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に
少
し

で
も
役
立
つ
事
業
を
実
施
し
て
い
き

た
い
」
と
主
張
さ
れ
た
。

　

九
月
四
日

・
五
日

の
両
日
、
島
根
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

と
ホ
テ
ル
一
畑
（
懇
親
会
）
で
、
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

女
性
部
員
関
係
者
約
千
名
が
一
堂
に
会
し
て
、
交
流
会
が
盛
大

に
開
会
さ
れ
た
。

主
張
発
表
大
会
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中四国ブロックから約1,000名の女性部員が集い盛大に開催

～神々の国に集い“だんだん”の笑顔煌きらめく！～
平成20年度中国・四国ブロック商工会女性部交流会



　

基
調
講
演
で
は
、
「

書
誌
お
お

さ
き
や
」
代
表
取
締
役
で
あ
り
、
中

小
企
業
診
断
士
の
大
咲
元
延
さ
ん
か

ら
「
売
れ
な
い
店
は
『
七
つ
の
力
』

で
甦
れ
！
」
～
人
が
集
ま
る
仕
掛
け

は
こ
う
つ
く
る
～
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　

今
後
の
自
身
の
あ
り
方
に
つ
い
て

見
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
、
大
変
有

意
義
な
講
演
で
あ
っ
た
。

　

交
流
会
の
後
、
会
場
を
ホ
テ
ル
一

畑
に
移
し
、
懇
親
会
・
次
年
度
開
催

地
へ
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
。

　

開
宴
に
あ
た
り
、
全
女
性
連　

末

武
会
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
部
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
更
に
高
ま
っ

た
。
ま
た
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
が
島
根
県

ら
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
お
も
て

な
し
を
し
、
部
員
交
流
も
盛
ん
に
行

わ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
。

　

終
会
間
直
に
は
、
来
年
度
の
開
催

地
と
な
る
徳
島
県
へ
、
吾
郷
島
根
県

商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
か
ら
徳
島

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
へ
引
き

継
ぎ
が
行
わ
れ
た
。

懇　

親　

会

基
調
講
演

　

翌
日
は
、
各
県
女
性
連
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
島
根
県
内
を
視
察
さ
れ

た
。
島
根
県
の
女
性
部
は
各
地
で
お

出
迎
え
・
お
見
送
り
を
し
た
。

雲北ブロック「仮装・ずんどこ節」

隠岐ブロック「しげさ踊り」雲南ブロック「銭太鼓」 石西ブロック「琴の演奏」

石東ブロック「ダンス・カサブランカ」

視察先でお出迎えをする部員
（出雲商工会女性部）

雲東ブロック「安来節」

基調講演をする大咲さん

視
察
研
修
会
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九
月
三
十
日
㈫
、
県
女
性
連　

吾
郷
康
子
会
長
、
吉
田
通
子
副
会

長
、
大
森
仁
子
副
会
長
、
大
谷
恵

美
子
副
会
長
の
四
名
が
県
庁
を
訪

れ
、
溝
口
県
知
事
と
懇
談
を
行
っ

た
。

　

溝
口
県
知
事
は
九
月
四
日
㈭
に

島
根
県
民
会
館
で
行
わ
れ
た
中
国

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部
交
流
会
に

出
席
を
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
女

性
の
パ
ワ
ー
の
偉
大
さ
を
実
感
し

た
。
今
後
も
こ
の
パ
ワ
ー
を
生
か

し
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
ほ
し

い
。」
と
女
性
部
を
激
励
さ
れ
た
。

溝口県知事から激励を
　　　　　受ける県女連役員

県
女
連
役
員
が

溝
口
県
知
事
と
懇
談



　

開
会
式
で
は
主
催
者
挨
拶
に
つ
い

で
、
開
催
地
で
あ
る
ま
つ
え
南
商
工
会

奥
田
正
雄
会
長
の
歓
迎
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
五
百
川
県
議
会
議
員
、
県
中

小
企
業
課
糸
原
課
長
、
松
江
市
長
代

理
の
能
海
産
業
経
済
部
長
か
ら
、
現

下
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
な
か
で
、
地

域
の
活
力
を
引
き
出
し
て
い
く
に
は
、

商
工
会
青
年
部
の
若
い
力
に
期
待
す

る
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
き
い
と
、
期
待

の
こ
も
っ
た
祝
辞
を
賜
っ
た
。

青
年
部
主
張
発
表

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
代
表
に

森
加
茂
喜
さ
ん（
雲
南
）決
定

　

開
会
式
の
あ
と
に
開
催
し
た
全
国

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
県
予
選

は
、
県
下
六
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
に
よ

る
熱
の
こ
も
っ
た
す
ば
ら
し
い
主
張

発
表
で
あ
っ
た
が
、
雲
南
市
の
森
加

茂
喜
さ
ん
の
「
雲
南
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
か
け
る
青
春
」
が
、
見

事
最
優
秀
に
選
ば
れ
、
十
月
十
八
日

岡
山
市
で
開
催
さ
れ
る
中
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
に
、
島
根
県
代
表
と
し

て
出
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

県
大
会
の
入
選
者
は
次
の
と
お
り
。

最
優
秀
賞

　

森
加　

茂
喜
さ
ん

　
　

（
雲
南
ブ
ロ
ッ
ク
・
雲
南
市
）

優
秀
賞

　

村
田　

光
治
さ
ん

　
　

（
石
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
邑
南
町
）

優
良
賞

　

青
木　

敦
生
さ
ん

　
　

（
雲
北
ブ
ロ
ッ
ク
・
出
雲
）

　

主
張
発
表
終
了
後
は
、
中
心
市
街

地
活
性
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー･

加
藤　

博
先
生
を
迎
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
講
演
を
開
催
。

雲北ブロック代表者へ　　
　　　優勝旗の授与を行う

主張する雲南ブロック代表
森加　茂喜さん

　

島
根
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
八
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
の
両
日
、

八
雲
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
二
百
名
を
超
え
る
参
加
の
も
と
、

平
成
二
十
年
度
研
修
大
会
を
開
催
し
た
。

商
工
会
青
年
部
県
大
会

商
工
会
青
年
部
県
大
会

松
江
市
八
雲
町
で
開
催
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翌
二
十
四
日
は
、
八
雲
山
村
広
場

野
球
場
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
六
チ
ー

ム
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開

催
。

　

ホ
ー
ム
ラ
ン
競
争
も
行
わ
れ
、
会

場
は
終
日
和
や
か
な
声
が
響
い
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
。

◆
ホ
ー
ム
ラ
ン
競
争

　

・
最
長
飛
距
離　

七
六
・
一
ｍ

　
　

清
水　

邦
夫
さ
ん

　
　

（
石
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
美
郷
町
）

　

・
最
多
ホ
ー
ム
ラ
ン

　
　

大
森
圭
一
郎
さ
ん
＝
五
本

　
　

（
雲
南
ブ
ロ
ッ
ク
・
雲
南
市
）

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
結
果

　

優　

勝　

雲
北
ブ
ロ
ッ
ク

　

準
優
勝　

石
西
ブ
ロ
ッ
ク

　

第
三
位　

雲
南
ブ
ロ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
に

汗
を
流
す
！



病気やケガで働けなくなった期間、月々の所得を補償します。

全国商工会の会員および従業員のための

全国商工会経営者休業補償制度
（団体所得補償保険）

保険料は個別にご加入されるより

５２％割安
団体割引２０％

過去の損害率による割引４０％適用

●基本契約（所得補償保険）
全国の商工会会員の経営者および従業員の方のみ
●奥様安心プラン
（家事従事者特約付所得補償保険）
　商工会会員の経営者、従業員の配偶者で、
　加入時年齢が６４才までの家事従事者の方

本制度のメリット ご加入対象

この広告は概要を説明したものです。

詳細の説明、お問い合わせは取扱代理店もしくは㈱損害保険ジャパンへお願いします。

毎月加入受付中

保険期間：2008年10月1日から2009年10月1日まで

取扱代理店 引受保険会社
有限会社 島根商工商事 株式会社 損害保険ジャパン
〒690-0886 島根県松江市母衣町55-4 島根支店 松江支社
島根県商工会館4階 〒690-0007 島根県松江市御手船場町549-1
Tel 0852-21-0651 Fax 0852-26-5357 Tel 0852-21-9700 Fax 0852-27-7841

ＳＪ０８－０４８６１（2008/8/26作成）
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合
格
お
め
で
と
う

合
格
お
め
で
と
う

　

第
百
五
十
回
商
工
会
珠
算
検
定
試

験
が
九
月
二
十
一
日
に
全
国
一
斉
に

実
施
さ
れ
、
島
根
県
で
は
四
十
一
名

が
受
験
し
、
二
十
二
名
が
合
格
し
ま

し
た
。

　

三
級
ま
で
の
合
格
者
は
次
の
と
お

り
。

●
一
級
合
格
者　

該
当
者
な
し

●
二
級
合
格
者　

該
当
者
な
し

●
三
級
合
格
者

　

若
槻　

朱
里
（
奥
出
雲
町
）

島根県商工会連合会が実施している商工貯蓄共済制度

の生命保険部分はジブラルタ生命が引き受けています。

＋

あんしん

告知扱いにつきご加入手続きは簡単です。

病気やケガで入院の時は１泊２日から

日額5，000 円の入院給付金が受け取れます。

入院や手術がなかった時は

無事故給付金が受け取れます。
10 年満期の場合 ⇒ 5 年毎 5 万円

5 年満期の場合 ⇒ 満期時に 10 万円

楽しみ

かんたん
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